
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社
会
実
践
部
会
員
・
与
板
組
長
明
寺
住
職 

前
波 

有
基 

日 

時 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
十
四
日
（
金
）
十
三
時
三
十
分
～
十
六
時 

会 

場 
 

本
願
寺
新
潟
別
院
（
参
加
者
六
十
六
名
） 

テ
ー
マ 

 

「
戦
災
の
現
実
に
学
ぶ
」
～
長
岡
空
襲
の
体
験
を
通
し
て
～ 

講 

師 
 

長
岡
戦
災
資
料
館 

長
岡
空
襲
体
験
者
「
語
り
部
」 

山
田 

文
さ
ん 

 

 

二
〇
一
八
年
十
二
月
十
四
日
に
本
願
寺
新
潟
別
院
に
お
い
て
平
和
を
誓
う

念
仏
者
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

全
戦
没
者
追
悼
法
要
の
後
に
、
長
岡
空
襲
体
験
者
の
山
田
文
さ
ん
よ
り
「
戦

災
の
現
実
に
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

戦
後
七
十
年
以
上
経
過
し
、
実
際
に
空
襲
を
体
験
さ
れ
た
方
が
少
な
く
な
っ
て

き
た
現
在
に
お
い
て
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
た
と
て
も
貴
重

な
ご
縁
で
し
た
。 

 

ま
た
同
時
に
、
非
戦
・
平
和
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
私
た
ち
の
教
団
が
積
極
的
に
戦
争
に
協
力
し
て
い
た
パ
ネ
ル
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
事
実
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
浄
土
真
宗
の
み
教
え
に
で
あ

っ
た
私
た
ち
が
歩
ん
で
行
く
べ
き
道
、
同
じ
誤
ち
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
こ

と
を
再
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
つ
ど
い
で
あ
り
ま
し
た
。 
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Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
何
な
の
か
？
私
は
初
め
て
聞
く
言
葉
で
あ
り
ま
し
た
。
社
会
の

多
様
化
の
な
か
で
、
よ
う
や
く
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
性
的
少
数
者
）
の

方
々
の
存
在
に
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
Ｌ
は
レ
ズ
ビ

ア
ン
、
Ｇ
は
ゲ
イ
、
Ｂ
は
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
、
Ｔ
は
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
頭

文
字
で
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
出
生
時
の
性
（
身
体
的
性
）
と
性
的
指
向

だ
け
で
決
め
る
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、
心
の
性
（
自
分
自
身
が
ど
の
性

別
だ
と
思
っ
て
い
る
か
）
も
踏
ま
え
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
が
、
無
理

矢
理
型
に
は
め
て
人
を
分
け
る
た
め
の
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
そ
れ
は
第

三
者
・
他
人
が
勝
手
に
決
め
て
し
ま
っ
て
は
差
別
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
と
も

お
聞
き
ま
し
た
。 

 

 

 
昨
年
十
二
月
六
・
七
日
の
両
日
に
わ
た
り
、
長
野
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
長
野
教
区
担

当
に
よ
る
全
国
門
徒
総
代
会
第
一
連
区
（
北
海
道
・
東
北
・
東
京
・
長
野
・
国
府
・
新
潟
）
研

修
大
会
が
開
催
さ
れ
、
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
教
区
総
代
並
び
に
住
職
・
僧
侶
等

一
七
〇
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
本
研
修
会
の
目
的
は
、
六
つ
の
教
区
の
門
徒
総
代
会
会
員
が

結
集
し
、
門
徒
総
代
と
し
て
の
自
覚
を
深
め
、
教
区
間
の
連
携
を
深
め
、
総
代
会
活
動
の
課
題

を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
活
動
の
活
性
化
と
展
開
を
期
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
今

回
の
テ
ー
マ
は
「
お
浄
土
か
ら
の
問
い
か
け
」
～
仏
弟
子
と
し
て
の
名
の
り
～
（
法
名
に
つ
い

て
）
で
あ
り
ま
し
た
。 

一
日
目
は
班
別
の
「
話
し
合
い
法
座
」
が
持
た
れ
、
私
た
ち
の
班
の
中
で
、
既
に
帰
敬
式
を

受
け
ら
れ
て
い
る
方
は
、
八
名
中
三
名
の
み
で
あ
り
、
門
徒
総
代
の
方
々
で
あ
っ
て
も
生
前
に

法
名
を
い
た
だ
い
て
い
る
方
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
驚
き
ま
し
た
。受
け
て
い
な
い
方
か

ら
は
、「
生
前
に
法
名
を
つ
け
る
必
要
性
が
わ
か
ら
な
い
」
や
「
授
か
っ
て
も
生
前
中
の
活
用

方
法
が
わ
か
ら
な
い
」
等
の
様
々
な
意
見
が
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
「
法
名
」
に
つ
い
て
の
理
解
が

不
十
分
な
状
況
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

二
日
目
は
、
各
教
区
代
表
の
方
か
ら
活
動
内
容
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
二
日
目
の
参
加

者
が
一
〇
〇
名
程
度
と
大
幅
に
減
少
し
た
状
況
に
は
、
非
常
に
残
念
な
思
い
が
い
た
し
ま
し

た
。
今
回
の
研
修
会
に
参
加
し
て
、「
法
名
」
が
門
徒
と
し
て
、
更
に
仏
弟
子
と
し
て
生
き
て

い
く
た
め
の
、
自
分
自
身
の
も
う
一
つ
の
名
前
・
名
の
り
で
あ
る
こ
と 

を
理
解
し
、
生
き
て
い
る
う
ち
に
「
法
名
」
を
い
た
だ
く
こ
と
の
意
義 

を
感
じ
る
と
と
も
に
、
そ
の
よ
ろ
こ
び
を
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
く
こ 

元
上
組
門
徒
総
代
会
会
長
・
元
上
組
圓
光
寺
門
徒 

池
田 

昭
治
（
釋
法
忍
） 

 

 

日 

時 
 

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
九
日(

木)

十
三
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分 

会 

場 
 

本
願
寺
新
潟
別
院
（
参
加
者
三
十
名
） 

講 

師 
 

新
潟
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
同
和
教
育
推
進
委
員
会
委
員
長 

新
潟
県
立
新
井
高
等
学
校
教
諭 

 
 

新
井 

久
美
子
さ
ん 

社
会
実
践
部
会
員 

与
板
組
雲
外
寺
門
徒 

清
水 

茂
（
釋
弘
願
） 

 

日 

時 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
六
日(

木)

～
七
日
（
金
） 

会 

場 
 

ホ
テ
ル
国
際 

（
新
潟
教
区
参
加
者
十
三
名
） 

テ
ー
マ 

 

「
お
浄
土
か
ら
の
問
い
か
け
」
～
仏
弟
子
と
し
て
の
名
の
り
～ 

講 

師 
 

本
願
寺
派
布
教
使
・
同
和
教
育
振
興
会
理
事 

小
笠
原 

正
仁
さ
ん 
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と
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。 

次
回
（
二
〇
二
一
年
度
）
は
国
府
教
区
の
担
当
に
て
開
催
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
次
回
は
新
潟
教
区
か
ら
も
多
数
の
ご
参
加
を
期

待
い
た
し
ま
す
。 

私
は
ま
だ
こ
の
事
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
事
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ま
ず
、
何
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
か
を
理
解
し
て
い
く
事
が
、
第
一
歩
の
取
り
組

み
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

ど
こ
か
遠
い
と
こ
ろ
の
誰
か
の
問
題
で
は
な
く
、

周
囲
の
身
近
な
人
、
そ
し
て
私
た
ち
自
身
の
事
と
し

て
考
え
て
行
く
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。 

今
後
も
し
機
会
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
話
を
聞
き
、

と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 
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法
話 

「
和
顔
愛
語
」 

元
上
組
圓
光
寺
住
職 

長
尾 

正
博 

 
 

 本
願
寺
の
門
表
の
看
板
に
こ
の
言
葉
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
『
大
無
量
寿

経
』
に
あ
る
言
葉
で
穏
や
か
な
笑
顔
と
優
し
い
言
葉
で
人
と
接
し
ま
し
ょ
う
。

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
が
簡
単
な
よ
う
で
と
て
も
難
し
い
事
で
す
。 

 

宝
塚
歌
劇
団
の
舞
台
裏
に
「
ブ
ス
の
二
十
五
箇
条
」
と
い
う
伝
説
の
教
え
が

貼
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
ブ
ス
」
と
い
う
言
葉
は
侮
蔑

的
な
俗
語
な
の
で
如
何
か
と
思
い
ま
す
が
・
・
・
。
そ
の
中
身
は
「
笑
顔
が
な

い
・
お
礼
を
言
わ
な
い
・
お
い
し
い
と
言
わ
な
い
・
グ
チ
を
こ
ぼ
す
・
い
つ
も

周
囲
が
悪
い
と
思
っ
て
い
る
・
他
人
に
シ
ッ
ト
す
る
・
責
任
転
嫁
が
う
ま
い
・

他
人
を
う
ら
む
・
他
人
を
信
じ
な
い
・
謙
虚
さ
が
な
く
ゴ
ウ
マ
ン
で
あ
る
・
自

分
が
最
も
正
し
い
と
信
じ
て
い
る
…
」
と
言
っ
た
よ
う
に
、
内
面
や
他
人
に
対

す
る
態
度
に
つ
い
て
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。 

さ
て
、
こ
れ
ら
に
一
つ
も
当
て
は
ま
ら
な
い
よ
う
に
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

少
し
の
間
で
き
た
と
し
て
も
、
ず
っ
と
そ
の
ま
ま
で
い
る
の
は
難
し
い
で
し
ょ

う
。
腹
が
立
て
ば
笑
顔
に
な
れ
ず
、
人
を
傷
つ
け
る
言
葉
を
投
げ
か
け
た
り
も

し
ま
す
。
逆
に
誰
か
の
笑
顔
に
つ
ら
れ
て
自
然
と
笑
顔
に
な
る
事
も
、
優
し
く

で
き
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。 

 

阿
弥
陀
さ
ま
の
お
は
た
ら
き
の
一
つ
に
、
「
阿
弥
陀
さ
ま
の
光
に
触
れ
た
者

は
、
身
も
心
も
柔
ら
か
に
な
る
」
と
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
阿
弥
陀
さ
ま

の
光
は
、
絶
え
ず
沸
き
起
こ
っ
て
く
る
私
の
欲
と
怒
り
と
お
ろ
か
さ
に
、
絶
え

ず
は
た
ら
き
か
け
て
下
さ
い
ま
す
。
阿
弥
陀
さ
ま
の
光
に
よ
っ
て
、
絶
え
ず
煩

悩
の
沸
き
起
こ
る
私
の
身
に
、
や
さ
し
い
言
葉
と
穏
や
か
な
笑
顔
・
・
・
和
顔

愛
語
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
す
。 

研
修
部
会
委
員 

元
上
組
託
念
寺
門
徒 

岸 

和
義

 

今
年
度
の
研
究
会
は
岐
阜
教
区
か
ら
連
研
中
央
講
師
の
朝
戸
臣
統
さ
ん
を
お

迎
え
し
、
三
十
名
の
参
加
の
中
開
催
さ
れ
た
。
講
師
よ
り
、
岐
阜
教
区
十
四
組

の
四
年
分
の
連
研
運
営
実
態
デ
ー
タ
の
紹
介
（
配
布
）
が
あ
っ
た
事
は
、
連
研

が
全
国
で
ど
の
様
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
の
一
端
を
知
る
有
益
な
情
報
提
供
で

あ
っ
た
。 

ま
た
、
私
に
と
っ
て
新
鮮
だ
っ
た
の
は
、「
話
し
合
い
法
座
」
の
原
点
は
「
御

文
章
」
の
輪
読
会
（
学
習
会
）
で
あ
っ
た
事
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
御
文
章
を

ど
う
味
わ
っ
た
か
を
話
し
合
う
所
か
ら
来
て
い
る
と
の
講
師
の
お
話
で
あ
っ

た
。
現
在
の
連
研
ノ
ー
ト
を
元
に
し
た
連
研
も
良
い
が
、
い
に
し
え
の
話
し
合

い
法
座
を
想
像
し
、
そ
れ
も
良
い
な
と
感
じ
た
。 

 

 

わ 

げ
ん 

あ
い
ご 

 

研
修
を
通
じ
て
感
じ
た
事
は
、
何
事
も
マ
ン

ネ
リ
化
す
る
傾
向
に
あ
る
中
で
、
連
研
ス
タ
ッ

フ
は
基
本
を
抑
え
な
が
ら
、
マ
ン
ネ
リ
打
破
の

た
め
の
新
機
軸
を
打
ち
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
言
う
事
だ
。
連
研
を
ど
う
す
る
か
、
と
い

う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を
重
ね
た

い
も
の
だ
。 

 

 

 

 

笑
顔
は
他
人
も
私
も
不
快
な
気
持
ち
に
さ
せ
ず
、
血

流
も
良
く
な
り
、
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
に
も
つ
な
が
る
そ

う
で
す
。
今
日
一
日
「
和
顔
愛
語
」
で
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
ょ
う
。 

日 

時 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
五
日(

水)

十
三
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分 

会 

場 
 

本
願
寺
新
潟
別
院
（
参
加
者
三
十
名
） 

テ
ー
マ 

 

魅
力
あ
る
連
研
実
施
の
た
め
に
は
？ 

講 

師 
 

連
研
中
央
講
師
・
岐
阜
教
区
飛
騨
組
神
通
寺
住
職 

朝
戸 

臣
統
さ
ん 

 
 

 
 

 

た
か
つ
な 
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今
後
の
予
定 

 

・「
貧
困
問
題
」
に
関
す
る
学
習
会 

日 

時 
 

三
月
八
日
（
金
）
十
三
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分 

テ
ー
マ 
 

「
貧
困
の
実
態
に
つ
い
て
」 

講 

師 
 

小
池 

由
佳
さ
ん
（
新
潟
県
立
大
学
人
間
生
活
学
部
子
ど
も
学
科
教
授
） 

・
若
い
女
性
聞
法
の
集
い 

日 

時 
 

三
月
十
日
（
日
）
九
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分
（
初
参
式
は
十
一
時
か
ら
） 

テ
ー
マ 

 

「
初
参
式
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？
～
初
め
の
一
歩
は
お
寺
か
ら
～
」 

講 

師 
 

長
井 

順
一
さ
ん
（
本
願
寺
派
布
教
使
・
国
府
教
区
米
山
組
浄
善
寺
住
職
） 

・
真
宗
教
団
連
合
新
潟
県
支
部
公
開
講
演
会 

日 

時 
 

三
月
十
二
日
（
火
）
十
四
時
～
十
六
時
三
十
分 

会 

場 
 

セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
飛
燕 

テ
ー
マ 

 

「
お
か
げ
さ
ま
の
ど
ま
ん
な
か
」 

講 

師 
 

吉
田 

譲
さ
ん
（
真
宗
仏
光
寺
派
宗
務
部
部
長
） 

・
ど
ん
と
こ
い
フ
ェ
ス
タ 

日 

時 
 

三
月
二
十
四
日
（
日
）
十
五
時
十
五
分
～
十
八
時
三
十
分 

 
 

内 

容 
 

法
話
・
イ
ベ
ン
ト
・
夕
食
交
流
会
等 

・
原
発
問
題
に
関
す
る
研
修
会 

日 

時 
 

三
月
二
十
五
日
（
月
）
十
三
時
三
十
分 

テ
ー
マ 

 

「
原
発
再
稼
働
に
見
る
問
題
点
」 

講 

師 
 

桑
原 

三
恵
さ
ん
（
い
の
ち
・
原
発
を
考
え
る
新
潟
女
性
の
会
代
表
） 

・
定
期
教
区
会 

日 

時 
 

三
月
二
十
九
日
（
金
）
十
四
時
～ 

・
新
潟
別
院
公
開
講
座 

み
ん
な
で
学
ぶ
「
歎
異
抄
」 

日 

時 
 

五
月
七
日
（
火
）
十
四
時
～ 

講 

師 
 

清
水 

正
朋
さ
ん
（
本
願
寺
派
輔
教
・
与
板
組
光
源
寺
住
職
） 

・
仏
教
壮
年
会
連
盟
研
修
総
会 

日 

時 
 

五
月
二
十
六
日
（
日
） 

講 

師 
 

眞
谷 

誠
祐
さ
ん
（
新
潟
組
林
徳
寺
住
職
） 

・
仏
教
婦
人
会
連
盟
研
修
総
会 

日 

時 
 

五
月
三
十
日
（
木
）
十
時
二
十
分
～
十
五
時 

講 

師 
 

三
宮 

亨
信
さ
ん
（
仏
教
婦
人
会
総
連
盟
講
師
・
滋
賀
教
区
滋
賀
組
正
源
寺
住
職
） 

・
本
願
寺
新
潟
別
院
御
取
越
報
恩
講 

日 
時 

 

六
月
二
十
五
日
（
火
）
～
二
十
七
日
（
木
） 

講 

師 
 

熊
原 

博
文
さ
ん
（
本
願
寺
派
布
教
使
・
東
京
教
区
埼
玉
組
正
善
寺
住
職
） 

元
上
組
の
善
行
寺
は
、
長
岡
市
と
小
千
谷
市
の
狭
間
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
長

岡
市
誌
編
纂
資
料
に
は
、「
と
あ
る
場
よ
り
妙
見
村
に
一
寺
を
建
立
。
慶
長
五
年
（
一

六
〇
〇
年
）
に
浄
慶
と
い
う
方
が
開
基
」
と
あ
り
ま
す
。
延
宝
三
年
（
一
六
七
五

年
）
に
再
び
上
條
善
行
寺
と
し
て
移
転
し
、
現
在
の
位
置
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。 

そ
の
間
に
は
、
本
堂
消
失
二
回
、
住
職
の
苗
字
を
改
姓
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ 

編 

集
／
浄
土
真
宗
本
願
寺
派 

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
新
潟
教
区
委
員
会 

広
報
部
会 

〒
九
四
〇
―
二
四
〇
二 
新
潟
県
長
岡
市
与
板
町
与
板
乙
四
三
五
六 

本
願
寺
新
潟
別
院
内 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
二
五
八-

七
二-

二
一
二
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
二
五
八-

七
二-

二
五
三
六 

寺
院
巡
り 

 

元
上
組 

善
行
寺 

 

 

住
所 

長
岡
市
十
日
町
三
四
一
七
番
地 

電
話 

〇
二
五
八
―
二
二
―
二
四
一
六  

   

ラ
ジ
オ
法
話 

 
 

新
潟
教
区
布
教
団
に
よ
る 

ラ
ジ
オ
法
話 

Ｆ
Ｍ
な
が
お
か 

八
〇
．
七 

 

毎
週
月
曜
～
金
曜 

 

十
六
時
十
五
分
よ
り
放
送
中
で
す
。 

（
放
送
地
域
は
長
岡
市
全
域
、
小
千
谷
市
、
小
国
、
川
口
、
山
古
志
、
出
雲
崎
、
見
附
） 

         
う
で
す
。
そ
れ
で
も
飯
塚
の
明
鏡
寺
様
か
ら

五
人
の
方
に
入
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
ご
縁

あ
る
方
々
、
ご
門
徒
の
皆
様
の
篤
い
思
い
に

よ
っ
て
支
え
て
い
た
だ
き
今
日
に
至
っ
て

い
ま
す
。 

現
在
の
本
堂
は
、
平
成
十
年
に
落
慶
法
要

の
ご
縁
を
い
た
だ
き
中
越
地
震
に
耐
え
た

本
堂
で
あ
り
ま
す
。 

存
在
感
あ
る
坊
守
と
体
重
十
六
ｋ
ｇ
の

番
犬
小
夏
に
後
押
し
さ
れ
な
が
ら
住
職
は

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
か
っ
た

ら
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 


